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　 町文化会館で、 町主催の防災研修会が開催さ れ、

約100名が会場を訪れま し た。 講師には、 令和４ 年

９ 月の台風第15号によ り 自宅が被災さ れた杉
すぎ

山
やま

嘉
よ し

英
ひで

さ ん（ 壱町河内区） をお招き し ま し た。

　 杉山さ んは、 自宅の２ 階部分が流さ れ、 家具が泥

に埋も れた状況で、 避難に苦労し たこ と など をお話

さ れ、 災害時の避難方法や、 靴や懐中電灯の確保な

ど 必需品の備えの大切さ を説明さ れま し た。

　 最後に「 多く の人の心遣いや支援に助けら れなが

ら 今日ま でき た。 言葉では表せない感謝の気持ちで

いっぱいである 。 こ れから 再建に向け、 生き 残った

命を大切に、 困ったら 人を頼り 、 困っている 人がい

たら 手を差し 伸べたい」 と お話し さ れま し た。

"今までは大丈夫"が通用し ない時代に
防災研修会「 台風第1 5 号災害編」が開催さ れまし た

講演さ れる杉山さ ん

　 寸又峡公民館で温泉感謝祭の神事が執り 行われ、

地域住民ら 約20名が出席し ま し た。 高齢化や令和

４ 年の台風第15号災害によ る 影響によ り 、 今年は

神事のみの開催と なり ま し た。

　 開催にあたり 、 寸又峡温泉組合長の望
も ち

月
づき

孝
たか

之
ゆき

さ ん

は、「 昨年はコ ロ ナ禍に加え、 台風によ る 大井川鐵

道の運休、 夢のつり 橋崩落の三重苦と なり 観光客数

の落ち込みが大き かっ た。 こ れから 先、 未来に向

かって皆さ んの知恵をお借り し ながら 復旧の努力を

し ていき たい」 と 述べま し た。 薗田町長は「 こ の地

に温泉が湧き 61年と いう 長き 良き 歴史が、 百年・

二百年先も 続いていく よ う 今後も 賑わいを求め皆様

ご協力をいただき たい」 と あいさ つし ま し た。

寸又峡温泉の発展を祈願
温泉感謝祭の神事が執り 行われまし た
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寸又峡公民館で神事を行う 様子
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　 鳥
と り

居
い

 進
すすむ

さ んは、 平成23年から 令和4年ま での11

年間川根本町教育委員を 努めら れ、 う ち2年半にわ

たり 委員長と し てご 活躍さ れま し た 。 RG授業・

キャ リ ア教育、 ICT教育等の教育改革推進、 義務教

育学校へ向けての学校再編の取組、 町の教育改革で

大き な変化が進む中、 高い見識と 誠実公平な人柄で

町の教育改革にご尽力いただき ま し た。

　 表彰を受け、 鳥居さ んはどのよ う に子ども たちと

対応する か悩むこ と も あったが、 こ のよ う に評価し

ていただけてう れし い」 と 喜びを話し ま し た。

長年の教育行政の活動が評価さ れて
鳥居進さ ん（ 地名区）に地方教育行政功労者表彰が贈られまし た

表彰状を手にする鳥居 進さ ん（ 右）
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　 災害時の物資輸送や、 買い物が困難な地域への食

品輸送などにド ローンを活用するための包括連携協

定締結式が町役場本庁にて行われました。

　 こ の日、 薗田町長と 、（ 株） エアロネク スト の田
と う

路
じ

圭
けい

輔
すけ

社長、 セイノ ーホールディ ングス（ 株） の河
か

合
わい

秀
しゅう じ

治執行役員、 KDD Iスマート ド ローン（ 株） の

博
ひろ

野
の

雅
まさ

文
ふみ

社長が出席し、 協定書に署名しました。

　 ド ローンによる物流は、 運転手の残業規制による

輸送能力の低下が懸念さ れる 「 2024年問題」 の解

決策と して期待されています。 また、 オンラ イン診

療と 組み合わせてド ローンで薬を配送するなど、 医

療体制の構築についても目指していきます。

ドローン物流の実現に向けて
災害時、買い物支援に向け町と 3社が包括連携協定の締結式を行いました

左から、田路社長、薗田町長、河合執行役員、博野社長

　

（ 一社）エコティ かわね
川根本町桑野山4 2 4 -6

☎0 5 4 7 （ 5 8 ）7 0 0 0

FAX0 5 4 7 （ 5 8 ） 7 0 0 1
Eメール： ecotkawane@ g m ail.com

エコティ 日記エコティ 日記 町の自然資源を活かした地域観光事業に取り 組む一般社団法人エコティ
かわね。 今回は町内の小学生と行った稲刈り 体験をご紹介します。

獣害被害から米づくりを考える獣害被害から米づくりを考える

稲刈り の様子

カヤネズミ の巣の跡

　 毎年、 町内の小学生向けに米づく りの体験を行ってい

ます。 今年は三ツ星小学校・ 本川根小学校の5年生が体

験しました。

　 6月に皆が植えた苗は順調に育ち、 11月に稲刈り を行

う 予定でし た。 し かし 10月末、 田んぼに動物が入り 、

稲穂が約８ 割食べられたと連絡がありました。 田んぼの

活動は10年近く 行っていますが初めてのこと です。 現

場に行く と 、 例年なら、 ふさふさとした稲穂が辺り一面

に広がっているところですが、 スカスカの畑となってい

ました。

　 先生方にも現状を伝え迎えた稲刈り当日。 対策不足を

子ども達に謝り 、 でも田んぼに残された足跡や、 葉につ

いている歯形を観察してもらう ことにしました。 足跡見

本と見比べると、 田んぼに入った動物は1種類ではない

けれど、 歯形でイノ シシが食べたことが分かり ます。 さ

らにカヤネズミ の巣も残っていたため、 そちらも観察し

ました。 その後通常の稲刈り 体験も行いました。 米は少

ししか取れませんでしたが、 地名地区の他の場所で収穫

し たお米を後日、 各学校に配り 、 食べてもらいました。

子ども達からは、 地名のお米の美味しさが分かった、 お

米を作る大変さが分かった等の感想があり ました。

　 今回米が食べられたことは残念でしたが、 これからも

米づく り の体験を通し 、 自分でやってみること 、 あり の

まま伝え、 共に考えることを続けていきたいです。

こ こにも、 一つの物語。
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